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いじめ防止対策委員会 

校長、教頭、いじめ対策推進教員、 

生徒指導主事、各年次主任、 

養護教諭、特別支援教育コーディネーター 

いじめ発生（疑い）時の対策委員会 

具体的事案名による対策委員会（初動体制） 

重大事態に至るとき 

具体的事案名による緊急対策委員会 

（校長を委員長とする危機管理） 

予兆管理活動 

通

常

の

業

務

遂

行

危

機

対

応

の

組

織

危機対応 

Ⅰ 校内対応 
Ⅱ 外部機関との連携 
Ⅲ 重大事態 
（①身体・命・財産に関

わる②不登校） 

未然防止活動 

原則として、即日チェック（複数の目で） 

年次主任 

アンケート実施 

担任・副任 

管理職 

いじめ対策推進教員 

※指示 
（荒川高校問題行動対応マニュアル） 

原本は保管
（５年） 
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  事 故 発 生   

 

第一発見者 

 

           報告 

高等学校教育課  ◎校長 ⇔ ○教頭・いじめ対策推進教員・生徒指導教育相談部・年次主任・担任 

      第１報（状況報告）   指示 

 

                養護教諭 

 

 

                       １１０ 

 

                       １１９ 

 

                    保護者 

                           
 
 
          生徒の状態と事故処理の把握  

 

 

 

 

 職員打合せ（初期対応） 

＜緊急対応チームの招集＞ 

 

 

 

 保護者への説明  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
              必要に応じて、複数回の職員会議で検討を実施  

 
        対応の結果の確認を分析  

 
        具体的方針の決定・再発防止策の検討  

臨 時 職 員 会 議 

①状況説明 

②教職員間での情報と理解の共有 

③今後の方針の伝達 

④役割分担の伝達 

ｱ. 速やかに他の職員に声かけをする 

ｲ. 事故の発生状況と事故の程度を伝達 

ｳ. 生徒を 1人にしないで付き添う 

ｴ． 指示があるまで現場を離れない 

 

【校外の場合】断片的でも良いので複数回報告 

【校外の場合】人員が不足する場合には応援を要請 

ｵ．事故生徒の氏名確認 
ｶ．情報は正確に把握し、指示決定 

ｺ．伝達事項は事故の発生状況と事故の程度 

ｻ．事故の状況に応じて保護者の来校をお願いする 

  受診する旨の了解をとる（医院の確認） 

＊応急処置 

怪我(傷)の状態把握。医院へ繋げる前提としての適切な処置をする 

ｷ．必要と判断した場合､消防・警察に連絡 

ｸ．病院等への搬送は職員が同伴、状況を伝達、治療等把握 

ｹ．適宜報告し、指示を仰ぐ 

ｼ．当該生徒の状況把握 

担任だけではなく、他の職員等も生徒の観察｡変化があれば、

直ちに互いに連絡 

ｽ．多方面から情報を集める。 

ｾ．事実と推測、判断を区別する。 

ｿ．把握されている状況の説明 

ﾀ．初期対応の方針と方法を考える 

「このまま手を打たなければ、どんな問題が起こりうるか」。 

ﾁ．不測の事態を想定した対応方針を用意する。 

ﾂ．状況をまとめ、以後の対応経過を記録する。 

活動終了までの記録の整理 

教職員間での全体経過についての確認 

ﾃ．事故の状況・程度、受診の内容、今後の対応を伝える 

対応の経過の確認と評価 

（場合によっては、対応方針と対応策の見直し） 


